
2025
ジャカランダフェスティバル開催

　2025 年 6 月 8 日（日）、第 9 回ジャカ
ランダフェスティバルを開催いたしまし
た。明け方から降り続いた小雨も開場前
には上がり、「老若男女が愉しめる一日」

というキャッチフレーズどおり、幅広い年代の方々にお越しい
ただきました。
　今回はキャンパスセンター開設後初めての開催で、旧本部棟
の跡地が広々とした空間となり、ジャカランダの花を遠くから
でも見られるようになりました。数々のイベントが催され、会
場全体が活気に満ちていました。今年は約 8,500 名と過去最高
の来場者となり、多くの市民の皆様と 交流を図る事ができまし
た。
　本学独自の文化事業としてスタートしたジャカランダフェス
ティバルは、来年 10 回目を迎えます。「完璧ではない手作りの
フェス」の集大成と位置づけ、大学史に残るイベントにしたい
と思います。
　ジャカランダフェスティバルにご参加くださった全ての皆様
に、心より感謝申し上げます。
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鹿島勇理事長が旭日中綬章を受章
　2025 年 4 月 29 日付にて令和 7 年春の叙勲受章者が発表さ
れ、本法人の鹿島勇理事長に旭日中綬章が授与されました。旭
日章は国家や公共に対し顕著な功績を挙げた方に贈られる勲章
で、本受章は長年にわたる私学振興の功績によるものです。
　鹿島理事長は、経営が危機的状況にあった 2009 年 12 月に本
法人の理事長に就任し、経営再建に粉骨砕身して取り組んだ結
果、短期間で財務状況を正常化し、その後も安定した経営を継
続するなど、現在に至るまで本法人の発展に多大な功績を残し
ています。
　また、放射線学を専門として長年にわたり当該領域における
教育と研究に尽力し、多くの研究業績を残されるとともに、後
進の育成に寄与しています。

　それらの功績が特に顕著と認められ、この度、本法人の理事
長として現役での受章となりました。

Fatima大学との
姉妹校更新の調印式

　2025 年 1 月 9 日 （木） にフィリピンマニラにある Fatima 大
学 （Our Lady Of Fatima University） を櫻井孝学長、半田慶
介教学部長、窪田光慶教授の 3 名で訪問し、姉妹校更新の調
印式を行いました。これまでに最初の調印式 （2003 年 7 月 22
日）、最初の更新 （2014 年 11 月 18 日） および旧病院の器材提
供 （2018 年 4 月 5 日） の 3 回にわたり、Fatima 大学の学長、
歯学部長、病院長などメンバーを横須賀にお招きしてきました

が、今回は今後の学生交流の準備を兼ねて Fatima 大学を訪問
しました。歯科病院を見学した際には、神奈川歯科大学の旧病
院のユニット、歯科用エックス線装置が現在もメンテナンスさ
れて一線で活躍しており、大変懐かしさを感じました。
　調印式では、学長の DR CAROLINE S. ENRIQUES と櫻井学
長との間で今後の両大学の交流について宣言が行われました。
Fatima 大学は総合大学で、歯学部、薬学部、看護学部などの医
療系、ビジネス系、観光ホスピタリティー系、IT 系、教育系、
社会学系など、多くの学部を有する大学です。今後、両校の間
で学生の交流、教員の交流・研究・教育を行っていく予定です。

湘南学園中学校高等学校との
教育提携

　2025 年 6 月 20 日 （金）、本学と湘南学園中学校高等学
校は、教育連携に関する協定を締結しました。相互で連携
し、教育事業を実施することにより、教育活動の一層の充
実及び発展を図り、未来を支える愛情豊かな若者を育成す
ることを目指します。

Fatima 大学に寄贈した歯科用ユニット 調印式
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第53回
神奈川歯科大学諸霊供養の会

　2025 年 6 月 14 日（土）午後 1 時より、第 53 回神奈川歯科
大学諸霊供養の会を法医解剖諸霊位と共に合同慰霊祭として開
催しました。
　式典には、ご遺族様、白菊会会員様、警察関係者様、歯学部
3 年生、看護学科代表ら、150 名が参列しました。
　菅原光則法人事務局長の開式の言葉に続き、井野智病院長よ
りご献体を賜りました方々の芳名が奉読され、献体成願者と法
医解剖諸霊位が記された名簿を、天野カオリ教授と長谷川巌教
授が祭壇に奉納しました。

　参列者全員による黙祷の後に、櫻井孝学長による御霊へのご
冥福と感謝の言葉が、歯学部 3 年生菅沼俊斗さんからは解剖実
習において多くの事を学ばせていただいたこと、医療人として
の自覚、ご献体者様とご遺族様への感謝の言葉が述べられまし
た。
　天野カオリ教授より歯科医学教育を支える解剖実習の重要性
が語られた後、これまで本学の解剖学・法医学分野に多大な貢
献を果たされ、来年度退官を迎える山田良広教授より、これま
での軌跡と、これからの社会に必要とされる歯科医師像が述べ
られました。
　菅原事務局長より閉式の言葉が述べられ、午後 2 時 30 分、
式典は滞りなく終了しました。

日本補綴歯科学会
「優秀ポスター賞」受賞報告

クラウンブリッジ補綴学分野　
富田　凛太郎

　2025 年 5 月16 日（金）～ 18 日 （日） に長崎で開催された公益
社団法人 日本補綴歯科学会第 134 回学術大会において、イブニ
ングセッション 「新時代のデジタル 『補綴歯科教育』 を考える」 
のシンポジストを拝命し、感謝状を授与。また、ポスター発表
では優秀ポスター賞（カボプランメカ賞）を受賞いたしました。
　イブニングセッションでは、発表者の研究成果を交えながら、
デジタル技術を用いた補綴歯科教育において何ができるのか、
どのように補綴歯科教育に取り入れて活用すればよいのか、デ
ジタル化における問題点の解決方法や将来の展望について議論
がなされました。
　また、ポスター発表では、学位論文である“Abutment Tooth 
Formation Simulator for Naked-Eye Stereoscopy” に関する研

究成果を発表いたしました。
　現代において教育のデジタル化は必須となっており、文部科
学省ではデジタル化推進本部を設置して、教育におけるデジタ
ル化・リモート化の推進が図られております。このような背景
から、医学・歯学を学ぶ学生の段階から技術を習得し、将来の
臨床に向けてデジタルを使いこなすスキルを身につけることが
重要であると考えております。

日本顎変形症学会
「優秀ポスター賞」受賞報告

歯科矯正学分野　大学院 4 年　
松本　留実

　2025 年 6 月 5 日（木）、及び 6 日（金）に北九州国際会議場
（福岡県北九州市）にて開催されました第 35 回日本顎変形症学
会総会・学術大会において、「顎矯正手術を施行した患者にお
ける口腔内細菌叢の長期的な観察」と題した研究成果を発表
し、優秀ポスター賞を受賞いたしました。
　本発表では、外科的矯正治療が口腔内細菌叢に影響を及ぼ
し、特に顎矯正手術後には、日和見感染症関連菌の増加が認め
られたことを報告しました。唾液を用いたメタゲノム解析によ
る経時的な口腔内細菌叢の観察は、術後管理や口腔衛生指導に
おいて有用であることが示唆されました。
　このような栄誉ある賞を頂戴し、大変光栄に存じます。日頃

より、研究に関するご指導・ご助言を賜っております山口徹太
郎教授をはじめ、髙橋正皓先生、医局の先生方、そして研究に
ご協力いただいたすべての皆様に、心より御礼申し上げます。
今回の経験を糧に、今後も臨床、及び研究を通じて貢献できる
よう一層、精進してまいります。
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2024年度決算について
　2024 年度決算は、2025 年 5 月 23 日 （金） に監事の監査報告
を受けて、2025 年 5 月 28 日 （水） に理事会で議決され同日開
催の評議員会で報告されました。
　本年度は、旧本部棟解体工事費の支払いという特殊要因に加
え、学生生徒等納付金収入の減収や物価高の影響を大きく受け
たことも重なり、経常収支差額は、2010 年度以来の支出超過
となりました。
　しかしながら、教育活動資金収支差額 （本業である教育活動

のキャッシュベースでの収支状況） は 2010 年度より 15 期連続
で黒字を確保できており、引き続き健全な経営状態を維持して
おります。本学の経営状態は、日本私立大学振興・共済事業団
が定める 「定量的な経営判断指標に基づく経営状態」 の指標で
測ると、正常な状態とされる A ランク （A3） に格付けされま
す。
　なお、神奈川歯科大学及び神奈川歯科大学短期大学部のホー
ムページにも事業報告や詳細な財務報告を公開しておりますの
で、ご覧ください。

2．資金収支計算書 2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日まで（単位 円）
収入の部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金収入 3,714,630,000 3,714,670,000 △ 40,000

手数料収入 37,500,000 36,113,530 1,386,470

寄付金収入 7,700,000 11,601,000 △ 3,901,000

補助金収入 518,060,000 543,439,766 △ 25,379,766

付随事業・収益事業収入 67,410,000 86,189,542 △ 18,779,542

医療収入 3,812,940,000 3,927,553,884 △ 114,613,884

受取利息・配当金収入 20,010,000 21,408,570 △ 1,398,570

雑収入 364,900,000 383,400,003 △ 18,500,003

前受金収入 365,380,000 385,717,300 △ 20,337,300

その他の収入 2,355,968,000 2,271,390,952 84,577,048

資金収入調整勘定 △ 848,000,000 △ 941,264,713 93,264,713

前年度繰越支払資金 1,690,900,000 1,690,895,985

収入の部合計 12,107,398,000 12,131,115,819 △ 23,717,819

支出の部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

人件費支出 4,739,300,000 4,757,357,327 △ 18,057,327

教育研究経費支出 2,117,473,209 2,094,023,610 23,449,599

管理経費支出 1,257,261,933 1,262,632,386 △ 5,370,453

施設関係支出 87,000,000 84,047,082 2,952,918

設備関係支出 850,520,300 565,420,015 285,100,285

資産運用支出 296,348,000 307,684,002 △ 11,336,002

その他の支出 1,892,613,000 1,900,661,865 △ 8,048,865

［予備費］
(129,198,442)

20,801,558 20,801,558

資金支出調整勘定 △ 454,270,000 △ 605,451,793 151,181,793

翌年度繰越支払資金 1,300,350,000 1,764,741,325 △ 464,391,325

支出の部合計 12,107,398,000 12,131,115,819 △ 23,717,819

3．貸借対照表 2025 年 3 月 31 日現在（単位 円）
資産の部

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固定資産 28,403,634,593 28,791,203,647 △ 387,569,054

 　有形固定資産 22,862,965,993 23,267,468,350 △ 404,502,357

 　特定資産 5,493,143,336 5,481,807,334 11,336,002

 　その他の固定資産 47,525,264 41,927,963 5,597,301

流動資産 2,543,751,177 2,426,738,520 117,012,657

資産の部合計 30,947,385,770 31,217,942,167 △ 270,556,397

負債の部

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固定負債 2,258,274,475 2,293,510,727 △ 35,236,252

流動負債 1,083,863,681 863,371,288 220,492,393

負債の部合計 3,342,138,156 3,156,882,015 185,256,141

純資産の部

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

第 1 号基本金 42,342,562,945 42,425,760,468 △ 83,197,523

第 3 号基本金 86,000,000 86,000,000 0

第 4 号基本金 579,000,000 579,000,000 0

翌年度繰越収支差額 △ 15,402,315,331 △ 15,029,700,316 △ 372,615,015

純資産の部合計 27,605,247,614 28,061,060,152 △ 455,812,538

負債及び純資産の部合計 30,947,385,770 31,217,942,167 △ 270,556,397

1．事業活動収支計算書 2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日まで（単位 円）

教
　
育
　
活
　
動
　
収
　
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

　学生生徒等納付金 3,714,630,000 3,714,670,000 △ 40,000

　手数料 37,500,000 36,113,530 1,386,470

　寄付金 7,700,000 11,601,000 △ 3,901,000

　経常費等補助金 516,740,000 543,439,766 △ 26,699,766

　付随事業収入 67,410,000 86,189,542 △ 18,779,542

　医療収入 3,812,940,000 3,927,553,884 △ 114,613,884

　雑収入 364,900,000 383,400,003 △ 18,500,003

教育活動収入計 8,521,820,000 8,702,967,725 △ 181,147,725

事
業
活
動
支
出
の
部

　人件費 4,739,430,000 4,768,693,329 △ 29,263,329

　教育研究経費 2,972,113,209 2,958,678,547 13,434,662

　管理経費 1,444,651,933 1,454,274,589 △ 9,622,656

　徴収不能額等 500,000 1,993,015 △ 1,493,015

教育活動支出計 9,156,695,142 9,183,639,480 △ 26,944,338

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 634,875,142 △ 480,671,755 △ 154,203,387

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

　受取利息・配当金 20,010,000 21,408,570 △ 1,398,570

　その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 20,010,000 21,408,570 △ 1,398,570

事
業
活
動

支
出
の
部

　借入金等利息 0 0 0

　その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 20,010,000 21,408,570 △ 1,398,570

経　常　収　支　差　額 △ 614,865,142 △ 459,263,185 △ 155,601,957

特
　
別
　
収
　
支

事
業
活
動
収
入
の
部

　資産売却差額 0 0 0

　その他の特別収入 4,350,000 4,407,883 △ 57,883

　　施設設備寄付金 0 0 0

　　現物寄付 3,030,000 4,407,883 △ 1,377,883

　　施設設備補助金 1,320,000 0 1,320,000

特別収入合計 4,350,000 4,407,883 △ 57,883

事
業
活
動

支
出
の
部

　資産処分差額 0 957,236 △ 957,236

　その他の特別支出合計 0 0 0

特別支出合計 0 957,236 △ 957,236

特 別 収 支 差 額 4,350,000 3,450,647 899,353

［予備費］
(119,165,142)

30,834,858 30,834,858

基本金組入前当年度収支差額 △ 641,350,000 △ 455,812,538 △ 185,537,462

基本金組入額合計 △ 865,890,000 △ 469,865,391 △ 396,024,609

当年度収支差額 △ 1,507,240,000 △ 925,677,929 △ 581,562,071

前年度繰越収支差額 △ 15,029,700,000 △ 15,029,700,316 316

基本金取崩額 83,140,000 553,062,914 △ 469,922,914

翌年度繰越収支差額 △ 16,453,800,000 △ 15,402,315,331 △ 1,051,484,669

（参考）

事業活動収入計 8,546,180,000 8,728,784,178 △ 182,604,178

事業活動支出計 9,187,530,000 9,184,596,716 2,933,284
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教学部だより
〔歯学部〕
2025 年度特待生表彰式
　2025 年 5 月 8 日 （木）、前年度の各学年成績優秀者が特待生として表彰され、櫻井学長より一人
ひとりに賞状が手渡されました。特待生は、年間成績が特に優秀であった学生に対し奨学金として
次年度の授業料が減額される制度で、学生にとって勉学の大きな励みになっています。

【特待生】
2 年：徐宛凰、卞雅鉉、宮下大輔、3 年：權裕率、松永亜矢子、4 年：小林理紗、望月奈津子、
守永実優、5 年：志田英里華、伏見大貴、吉田玲羅、6 年：倉田紘志、小林力也、若林賢　他 1 名

第 57 回全国歯科学生総合体育大会結団式

　2025 年 7 月 3 日（木）に第 57 回全日本歯科学生総合体育
大会の結団式が行われました。教職員 ･ 学生ともに同じポロ
シャツに身を包み、櫻井学長から激励の言葉をいただいた
後、学生代表者が選手宣誓にて大会での活躍を誓いました。
　7 月 31 日（木）に無事開会式が行われ、参加学生は皆健
闘しました。

〔短期大学部〕
歯科衛生学科 / 就職説明会
　2025 年７月 31 日（木）に 3 年生を対象
に就職説明会を行いました。
　今年は歯学部同窓会の先生方にもご参加
いただき、総勢 38 の大学附属病院や歯科
医院が一堂に会しました。先生方や先輩歯
科衛生士（卒業生含む）の方などに各医院
の紹介や魅力、現場の生の声を聴き、働く
イメージを持つ貴重な機会をいただきまし
た。１人でも多くの学生が活躍し、来年こ
の就職説明会で後輩につなげてもらえれば
と思います。

大学院だより
大学院単独によるファカルティ・ディベロップメントの実施
　大学院教員を対象として、大学院単独のファカルティ・ディ
ベロップメント （FD） を 2 回実施しました。
　第 1 回は、2025 年 6 月 26 日 （木） に「令和 8 （2026） 年度 
科研費申請に向けて ─効果的な準備と戦略的アプローチ─」
と題し、吉田彩佳准教授にご講演いただきました。AI を活用
した計画調書の作成方法をはじめ、最新の申請準備の手法や戦
略が紹介されました。

　第 2 回は、2025 年 7 月 23 日 （水） に 「倫理委員会への申請 
─必要な知識と注意点─」 と題し、青木一孝教授にご講義いた
だきました。申請時における留意点や頻発する不備、特定臨床
研究の判断基準などについて、具体的事例を交えながら解説い
ただきました。
　いずれの FD も、大学院教育に直結する重要なテーマを扱っ
ており、大変有意義な内容となりました。

大学院歯学研究科長　
山本　龍生
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TDHだより
就職セミナー
　2025 年 6 月 27 日 （金） に本校 3 年生を対象とした就職セミ
ナーを実施しました。近くの滝野川会館にて学校法人神奈川
歯科大学グループをはじめ、総勢 17 の参加歯科医院の中か

ら各々希望する医院の説明を受けました。参加医院の中には
TDH 卒業生の姿も見られ、後輩の DH としての旅立ちに、優
しくサポートをしてくれました。また、学生自身も自分の将来
像を描きながら、積極的に質問をしていました。
　卒業まであと半年。人材を求める医院側とのよいマッチング
の場になったのではないかと思います。

附属病院だより
防災訓練
　2025 年 7 月 11 日 （金）、防災避難訓練を実施しました。
　6 階スタッフルームにて火災が発生。防災センターから全館
放送のアナウンス後、附属病院の駐車場に 「災害対策本部」 を
設置。全館で診療を一時中止し、各階の患者さんが待機する
中、消火班による消火活動後、各階の階段を使用して避難を開
始。駐車場において点呼によ
る確認が行われた後、消防署
の職員による消火栓の使用方
法の指導を受け、実際に水消
火器訓練が行われました。水
消火器訓練では研修歯科医師

をはじめ、たくさ
んの職員が積極的
に参加しました。
　普段から自分が
避難するルートを
覚えておくだけで
はなく、院内の消
火栓の位置を意識
するとともに、今回指導を受けた 「火の消し方のコツ」 を知る
ことで、防災意識をより高めることができたのではないでしょ
うか。
　実際の火災や災害においては、患者さんも避難する必要があ
ります。全員が落ち着いて対応できるよう、この訓練を継続し
て実施する方針です。

クリニカル・バイオマテリアル学分野 二瓶智太郎教授が
EXPO 2025 大阪・関西万博でプレゼンテーション！

　EXPO 2025 大阪・関西万博が 2025 年 4 月 13 日 （日） から
10 月 13 日 （月） まで、大阪の夢洲で開催されています。6 月
26 日 （木） には、会場西ゲートに近い TEAM EXPO パビリオ
ン TE ステージで、共創パートナーとして参加している日本
歯科医学会が 「2040 年への歯科イノベーションロードマップ」
の第Ⅰ期終了年を記念し、現在までに発展している歯科イノ
ベーションの具体についてプレゼンテーションを行いました。

プレゼンターの一員としてクリニカル・バイオマテリアル学分
野の二瓶智太郎教授も登壇しました。講演テーマは「むし歯抑
制 歯を強くする機能性材料」で、エナメル質表面を炭酸ガス
レーザーで、ある設定条件で照射すると耐酸性が向上するこ
と、そして様々なイオンを放出する機能性材料により、う蝕抑
制を高められることについて説明されました。当日はあいにく
の天候でしたが、会場は立ち見となるほど盛況でした。
　9 月 26 日 （金） ～ 28 日 （日） にパシフィコ横浜で開催され
る第 25 回日本歯科医学会学術大会においても、より詳細な内
容で同セッションのシンポジウムが組まれ、二瓶教授も登壇し
ます。未来の歯科医療がどうな
るのか、皆さんもご一緒に考え
てみましょう！
　なお、二瓶教授は同学術大会
シンポジウム 「保険治療でここ
までできるメタルフリー修復」
にもプレゼンターとして登壇す
る予定です。

future
vision

my
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横浜クリニックだより
2025 年度第 1 回防災避難訓練
　2025 年 6 月 18 日（水）に 2025 年度第 1 回防災避難訓練
を行いました。
　今回は防災管理委員会で横浜クリニックの自衛消防隊の任
務分担の見直しが行われたあとの訓練となり、各階ごとに配
置された各役職をいつも以上に意識して訓練に臨みました。
訓練は 4 階放射線科 CT 室からの火災を想定し、16 時の放
送第一報から始まりました。自衛消防隊の指揮のもと各階の
安全な場所で集まり、役割を持った職員は被害状況や未避難
者等を確認し、放送の指示に従って順次屋外へ避難しまし
た。避難後も避難者の人数確認や負傷者の確認等を行い、地
区隊長から自衛消防隊長へ報告をして避難完了となりまし
た。
　また今回は病棟のある 5 階から救助袋（垂直式）を使用し
ての降下訓練も実施。有志数名に体験してもらいました。有
事の際は実際に救助袋を使用する可能性があります。見たこ
とも触ったこともない職員が多いため、貴重な体験となりま
した。

図書館だより
図書紹介
　2024 年に出版され、図書館で受入した資料の中から、著者
表示に本学教員の名前があった図書をピックアップしてご紹介
します。ぜひご利用ください。

・�みるみる理解できる図解スタッフ向け IOS
入門／星憲幸監著；井上絵理香 ［ほか］ 
著．クインテッセンス出版，2024．（別冊
the Quintessence） （別冊歯科衛生士）．

　（請求記号：D.45∥M）

・�スタンダードパーシャルデンチャー補綴
学／藍稔，五十嵐順正，山下秀一郎編集・
執筆；井野智［ほか］執筆．第 4 版．学
建書院，2024．

　（請求記号：D.451∥S）

ラーニング広場をぜひご利用ください！
　4 号館地下 1 階にあるラーニング広場は、学生が主体的に学
べる場として開放しています。歯学部・短期大学部どちらの学
生でもご自由にお使いいただけます。2025 年 4 月からは看護学
科の教員が学修面での質問や個別相談に応じる場としてもご活
用いただいています。 6 月には PC 5 台を Windows 11、Office 
2024 搭載の新型に入れ替え、より快適にご利用いただけるよう
になりました。広場内貸出用のノート PC も 1 台用意していま
す。貸出を希望の際はカウンターまでお声がけください。

開館時間：月曜日～金曜日　9：00 ～ 19：00
＊�各季休暇中および臨時の変更については 

そのつど掲示します。

仕事も趣味も全力投球！
　～全日本ボウリング選手権大会で女子団体総合優勝～
　横浜クリニック歯科衛生士の濵野美紗稀さんが文部科学大臣杯第 62 回全日本ボウリング選手
権大会に神奈川県代表の 1 人として出場し、女子団体総合で優勝しました。神奈川県の女子団体
総合優勝は 3 年ぶり 3 度目とのことで、濵野さんもチームメンバーと共に活躍されました。
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【2025 年度横浜クリニック　セミナー開催一覧】
会　場：神奈川歯科大学附属横浜研修センター 7 階大会議室
※�開催日を変更または中止とさせていただく場合があります。 

最新の情報は横浜クリニックホームページをご覧ください。

インプラントオープンサテライトセミナー
日程 タイトル

  8月21日（木） 18：00 ～ インプラント治療における診査診断・治療計画・外科手
術の基本

  9月18日（木） 18：00 ～ 軟組織マネージメントとソケットマネジメント

10月16日（木） 18：00 ～ サイナスリフト・ソケットリフト

11月20日（木） 18：00 ～ マイクロサージェリー、GBR（ベーシック編）

12月25日（木） 18：00 ～ インプラント補綴治療とデジタルサイエンス

 2026年
  1月22日（木） 18：00 ～ 審美・咬合治療のデジタルワークフロー

  2月19日（木） 18：00 ～ インプラント治療のデジタルワークフロー

  3月19日（木） 18：00 ～ インプラント周囲のプラスティックサージェリーとイン
プラント周囲炎への対応

歯科医師のための内科学　オープンセミナー
日程 タイトル

10月23日（木） 18：00 ～ 循環器疾患　～ Up To Date

11月27日（木） 18：00 ～ 呼吸器疾患　～歯科医師が気をつけることは

12月18日（木） 18：00 ～ 消化器疾患　～口腔から大腸まで

 2026年
  1月29日（木） 18：00 ～ 神経疾患と膠原病の最前線

  2月26日（木） 18：00 ～ 腎泌尿器疾患と周産期の対応

  3月26日（木） 18：00 ～ 精神疾患と睡眠時無呼吸症候群

【2026 年度 入学試験実施一覧】
歯学部
歯学科　定員：115 名　男女

試験区分 試験日 合格発表
総合型選抜 １期

10/19（日） 11/4（火）
編入学 （３年次） １期
総合型選抜 ２期

11/15（土） 12/1（月）

学校推薦型選抜 １期 （公募制・指定校制）
系属校推薦 １期
卒業生推薦 １期
帰国生 １期
外国人留学生 １期
編入学 （２年次） １期
編入学 （３年次） ２期
総合型選抜 ３期

12/6（土） 12/11（木）
学校推薦型選抜 ２期 （公募制・指定校制）
系属校推薦 ２期
卒業生推薦 ２期
総合型選抜 ４期

1/10（土） 1/15（木）

学校推薦型選抜 ３期 （公募制・指定校制）
系属校推薦 ３期
卒業生推薦 ３期
帰国生 ２期
外国人留学生 ２期
編入学 （２年次） ２期
編入学 （３年次） ３期
一般選抜 １期 （Ａ日程）

2/1（日） 2/9（月）
大学入学共通テスト利用 １期 （Ａ日程）
一般選抜 １期 （Ｂ日程）

2/8（日） 2/16（月）
大学入学共通テスト利用 １期 （Ｂ日程）
一般選抜 ２期

2/21（土） 2/27（金）
大学入学共通テスト利用 ２期
一般選抜 ３期

3/15（日） 3/18（水）
大学入学共通テスト利用 ３期
特別

3/20（金）
※祝日 3/24（火）卒業生推薦 4 期

編入学 （２年次） ３期
※詳細はホームページをご覧ください
※卒業生推薦は入学金を全額免除します

短期大学部
歯科衛生学科　定員：100 名　男女　／　看護学科　定員：80 名　男女

試験区分 試験日 合格発表
総合型選抜 １期

9/14（日）
11/4（火）

社会人選抜 １期
総合型選抜 ２期

10/19（日）
社会人選抜 ２期
学校推薦型選抜 １期 （指定校）

11/16（日） 12/1（月）学校推薦型選抜 １期 （公募）
社会人選抜 ３期
学校推薦型選抜 ２期 （指定校）

12/14（日） 12/19（金）
学校推薦型選抜 ２期 （公募）
総合型選抜 ３期
社会人選抜 ４期
学校推薦型選抜 ３期 （指定校）

1/28（水） 1/30（金）学校推薦型選抜 ３期 （公募）
社会人選抜 ５期
一般選抜 2/11（水）

※祝日 2/20（金）
特待生選抜
総合型選抜 ４期

2/20（金） 2/27（金）
社会人選抜 ６期
総合型選抜 ５期

3/15（日） 3/17（火）
社会人選抜 ７期

※詳細はホームページをご覧ください

大学院
歯学研究科　定員：18 名　男女

試験区分 試験日 合格発表
１期
一般選抜、学内推薦選抜（神奈川歯科大
卒）、特待生選抜、社会人特別選抜、外国
人留学生選抜

12/3（水） 12/12（金）

２期
一般選抜、学内推薦選抜（神奈川歯科大
卒）、社会人特別選抜、外国人留学生選抜

  2/13（金）   2/20（金）

※詳細はホームページをご覧ください

【2026 年度 入学説明会一覧】
大学院

日　程 時　間 説明会場

10月  2日（木） 18：00 ～ 横須賀キャンパス

10月23日（木） 18：00 ～ 横浜キャンパス

※詳細はホームページをご覧ください。

【2025 年度 オープンキャンパス】

歯学部
日　程 形　式 内　容

	   9月  7日（日）
来校型 学校説明・施設紹介・体験実習・

特別講義・入試対策　等	   9月28日（日）

	 10月12日（日） オンライン型 個別相談

	 11月  1日（土）
来校型 学校説明・施設紹介・体験実習・

特別講義・入試対策　等2026年  3月22日（日）

短期大学部
日　程 形　式 内　容

	   9月21日（日）

来校型

学科紹介・入試情報・体験実習 / 授業・
施設見学・小論文講義・模擬面接　等

	 11月  9日（日） ＜特別企画＞
かなたんミステリーツアー

	 12月  7日（日） 学科紹介・入試情報・体験実習 / 授業・
施設見学・小論文講義・模擬面接　等2026年  3月  8日（日）

　オープンキャンパス【来校型・オン
ライン】を実施します。詳しくはホー
ムページをご覧ください。

短大QRコード歯大QRコード
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